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二
一
日
、
特
別
委
員
会
で
は
参
考
人
質
疑
が
行
わ
れ
、
船
主
協
会
、

船
長
協
会
、
海
員
組
合
の
代
表
と
早
稲
田
の
水
島
教
授
が
意
見
陳
述
。

船
主
協
会
長
な
ど
が
早
期
審
議
と
早
期
成
立
を
求
め
た
の
に
対
し
､
水

島
教
授
は
五
点
に
わ
た
っ
て
反
対
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
①
ソ
マ
リ
ア

の
事
例
は
特
殊
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
恒
久
法
を
制
定
す
る
の
は
適

切
で
な
い
②
海
賊
逮
捕
後
の
起
訴
、
裁
判
な
ど
の
手
続
き
が
不
明
③
司

法
警
察
制
度
に
自
衛
隊
が
過
度
に
介
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
問
題
④
法

案
は
海
賊
対
処
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
派
兵
恒
久
法
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ

る
も
の
だ
⑤
発
動
す
る
際
に
国
会
承
認
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
は
不

可
欠
、
と
し
、
法
案
に
反
対
し
、
自
衛
艦
を
帰
せ
と
主
張
し
ま
し
た
。 

 

海
賊
対
処
派
兵
新
法
案
の
国
会
審
議
が
重
大
局
面
を
迎
え
て
い
ま

す
。
法
案
の
危
険
な
ね
ら
い
が
浮
き
彫
り
に
な
る
な
か
で
、
矛
盾
も
深

ま
っ
て
い
ま
す
。
民
主
党
が
法
案
を
大
筋
で
認
め
、
連
休
前
の
衆
議
院

通
過
を
容
認
し
て
い
る
の
に
対
し
、
国
民
新
党
が
方
針
転
換
し
て
民
主

党
と
の
修
正
協
議
か
ら
離
脱
す
る
な
ど
事
態
は
流
動
的
で
す 

議
事
録
（一
七
日
）を
読
む
！ 

○
北
朝
鮮
の
不
審
船
に
は
？ 

（小
池
百
合
子
氏
質
問
）「
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
北
朝

鮮
の
情
勢
も
厳
し
い
。
中
国
海
軍
の
動
き
が
活
発

だ
。
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
近
場
で
起
こ
っ

た
と
き
も
対
処
法
を
活
用
す
る
の
か
？
」 

（
金
子
国
務
大
臣
答
弁
）
「
海
賊
対
処
法
は
距
離
の
概

念
は
無
い
。
海
保
が
第
一
義
的
に
安
全
を
守
る
。
近
場

で
も
、
武
器
等
の
状
況
に
よ
っ
て
自
衛
隊
に
海
賊
対
処

法
で
出
て
い
た
だ
く
。
事
案
に
応
じ
て
判
断
。
」 

○
自
衛
隊
派
兵
あ
り
き
の
中
谷
質
問 

（中
谷
元
氏
質
問
）「軍
を
出
す
、
最
高
の
レ
ベ
ル
に
あ

る
も
の
を
出
す
と
言
う
事
は
非
常
に
大
き
な
こ
と
。
軍

隊
を
出
す
と
言
う
事
に
非
常
に
意
味
が
あ
る
。」 

○
海
賊
逮
捕
後
の
移
送
は
？ 

（
金
子
国
務
大
臣
答
弁
）
「
凶
悪
な
場
合
は
①
ジ
ブ
チ

経
由
で
日
本
に
護
送
。
軽
微
で
あ
れ
ば
、
②
被
害
船
舶

の
旗
国
、
被
害
者
国
籍
国
等
に
引
き
渡
す
。
③
ソ
マ
リ

ア
周
辺
国
に
引
き
渡
す
。」 

○
海
賊
対
処
に
新
た
な
財
源
措
置
！ 

（小
池
百
合
子
氏
質
問
）既
定
経
費
に
加
え
補
正
予
算

に
経
費
計
上
。「
そ
の
額
は
ざ
っ
く
り
一
〇
〇
億
だ
。
」 
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